
南側道路
東側からＡ地区への
車両進入の抑制措置

フェンスは、砂の寄
り付きを低減させる
ため透過性の高いシ
ンプルな構造とする

フェンス

漁業関係者用の東側
堤防への出入口。
車両通行がある。

臨港道路の整備

プロムナード緑地の
整備

他駐車場との連携に
ついて協議調整

管理委託先の一元化が理想的

駐車場・多目的広場
の整備

造成・擁壁
フェンス・舗装など

駐車場・多目的広場
の運用開始

お祭り広場の閉鎖

お祭り広場の整備

スロープ

サイン

多目的広場 
多目的広場として暫定利用を行う。
各種のイベント会場として利用する。
ピーク時の駐車場利用を行う。

プロムナード緑地
東西を結ぶ歩行者動線として、Ａ地区への飛砂防護帯として整備する。
ボードウォーク・砂防柵の設置と、砂草・黒松などの植栽を行う。

駐車場
約２００台の平置き駐車場を整備する。
一般客の利用も可能とする。

漁具保管施設
漁港計画を踏襲する。
現倉庫の倍程度の施設容量が必要。

漁具保管倉庫 約１３００ｍ2

敷地高低差があるため擁壁を整備

既存荷捌き場

★舗装やその他施設の仕様検討。

★植栽仕様の検討。

管理について

１．駐車場の料金徴収業務　　　　　＝（　　　　　　　　　　）

２．駐車場の日常的な管理　　　　　＝（　　　　　　　　　　）

３．駐車場の堆積砂の除去　　　　　＝茅ヶ崎市

４．駐車場の堆積砂の緊急除去　　　＝（　　　　　　　　　　）※除砂用の重機の貸与

５．多目的広場の日常的な清掃管理　＝（　　　　　　　　　　）

６．多目的広場の堆積砂の除去　　　＝茅ヶ崎市

７．多目的広場の堆積砂の緊急除去　＝（　　　　　　　　　　）※除砂用の重機の貸与

８．多目的広場の多様な利用に関するルールづくり

９．多目的広場の使用に関する事務調整業務

他の駐車場との連携について

１．県営西浜駐車場との連携

２．海水浴場周辺駐車場との連携

整備スケジュールについて
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▼現在

プロムナード緑地（漁港背後地）の計画

・東西を結ぶ歩行者動線として、サイクリング道路南側に緑地とプロムナードを整備する。

・Ａ地区への飛砂防護帯としてサイクリング道路沿道の砂防植栽。（砂防柵＋砂草＋黒松など）

■整備仕様　緑地内園路（歩道）＝（樹脂混入ボードウォーク）

　　　　　　サイクリング道路＝（脱色アスファルト）その他施設＝（　　　　　　　　　　　）

駐車場（漁港背後地）の計画

・約２００台の平置き有料駐車場を整備する。一般客の利用も可能とする。

■整備仕様　管理施設＝入り口に料金徴収機を設置。＝駐車場周囲必要最小限の照明を設置。（駐車場周囲平均照度５ルクス程度）

　　　　　　保安施設＝外周にフェンスを設置。（多目的広場も共通）

　　　　　　場内舗装＝砂利敷き。（多目的広場も共通）

多目的広場（漁港背後地）

・多目的広場として暫定利用を行う。各種のイベント会場として利用するほか、ピーク時の駐車場利用を行う。

１.漁港ゾーンの計画（素案） ２．整備イメージ（プロムナード緑地）

３．今後の課題


